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はじめに 

CTl(CompetitiveTechnical lnte Ⅲ gence) は、 競合企業との 競争に勝つためのインテリ、 ジェン スナ 活動を指します。 インテリ 

、 ジェン ス とは、 情報を収集・ 分析・評価し 企業が必要とする 行動に結び付けることです。 つまり、 アウショナフル・インフォメイション 

であ るとも理解できます。 

特に、 企業が製品・ 技術開発を行う 際に 、 「アイチア」の 掘り起こしを 明確にするための 分析方法なども 含まれている。 

C Ⅲは「競合のポジションや 払われた労力、 また傾向など、 分散している 競合企業の技術チータを 妥当で利用可能な 戦略 

曲技術知識に 変換する分析のプロセスであ る。 」と定義される。 

l.BI,CI  そして CT Ⅰ 1 Ⅰの概念 

BK(Business Inte Ⅲ gence) は 、 ピ ジネス全体をインテリジェンス 活動で捉え自社の 競争優位性を 確立しようとする 考え方で 

あ る oCK(Competitive  InteHigence) は、 最大の情報共有 社 ( 者 ) であ る競合企業に 対象を絞り込んで、 インテリジェンス 活動を 

通じて自社の 優位性を確立しようとする 考え方であ る oCTK(Competitive  Technica@ Inte@ Ⅱ gence) は、 CI  の サ フセットとして 位 

置 づけられ、 特に競合企業の 技術 ( あ るいは製品 ) に問題を絞り 込みインテリジェンス 活動を通じて 競争優位性を 確立しようと 

する考え方であ る。 

2.CTI 活動の 3 つの要素 

C Ⅲ活動の 3 つの基本はチータの 収集、 分析、 そしてアウションです。 これらの要素の 詳細は 、 表 ] の通りであ る。 

表 l Cn 分析の要素 

①チータ収集 ②チータ分析 ③アウション 

設計が重要 設計が重要 データを ィ言 じる 

正確なアウションを 取ることがで 判断 分析を信じる 

きるレベル 

全体を っ かむための基本 見通し 設計が十分であ る場合におけ 

6 分析の付随的な 結果 

一貫性があ る説明ができる 

なぞの部分を 組み立てる 

①チータ収集 初めてチータ 収集に取り組む 人たちの多くは、 適切なチータは 常に不足し人手しにくいものだと 誤解している 

場合があ る。 しかし実際は、 公開されている 情報が有りすぎるため 検索を上手くやらなければデータに t 里もれてしまうのが 実状で 

す 。 「情報は日用品と 同じであ り、 あ り過ぎると価値が 低くなる 0 情報の価値は、 それがインテ」ジェン ス になったときであ る。 

したがって、 研究・開発の 目的を明確に 定義し、 データの収集後に 実行す ぺき アウションを 想定し、 アウションをとるのに 必要 
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な 最小限のチータが 収集されるべきです。 設計は 3% 常に重要で、 うまく設計するには 研究の目的をよく 理解しておく 必要があ る。 

正確に理解していなければ、 適切な情報は 収集せずに必要覚のものを 収集してしまいがちであ る。 

②チータ分析 分析段階においても、 設計は重要です。 チータの収集が 進むと、 子一タ を トレンドとしてバラフに 示したり、 表に 

したり、 グリッド分析を 行う。 これを行うことによって、 分析を進めることができ、 簡単に見通しを 展開できる。 既に設計された 分析 

0 枠組みを使用すると、 意思決定者の 信頼が得られる 一貫した説明を 容易に構築できる。 

通常、 ワラフやチャート やマ トリッウス図から 簡単に結果を 得ることができる。 しかし分析者はチータが 示していること、 またなぜ 

競合が分析で 示しているような 行動を取っているのかを 人々が理解できるようにする 必要があ る。 

分析結果があ るからと言って 、 常によい判断を 下せるとは限らない。 競合企業が特定のアウションをとっているからといって 、 

他の組織にとってもそれが 心さわしいとは 言えない。 自社と競合企業との 間にアフローチの 違いがあ る場合、 一般的に多くの 人 

は、 競合企業が常に 正しいと考えがちであ る。 どうすべきか 判断に迷っている 場合、 意思決定者は、 複数のソースから 得た 

C Ⅲ分析の結果を 活用して、 得られた予測にしたが ぅ べきか、 競合にしたが ぅぺ きかを決断します。 分析が完了したら、 次の アウ 

、 ンコ ンをとるための 意思決定を行う。 

③ 3 アウション 表 1 で示した条件が 満たされるまで、 次のような活動をしてはならない。 まず、 意思決定者は、 データに確信 

を 持っ必要があ り、 情報のソースが 確かなものだと 確信しなければならない。 ソースが疑わしい 場合、 分析や結果も 疑わしくなり、 

その結果、 アゥ ションをとることはおろか、 意思決定をすることすらためらわせることになる。 

次に、 意思決定者が 分析を信用する 必要があ ります。 情報は、 意思決定者が 仮説と分析および、 分析から結果までの 

流れを理解できるよ う にし、 論理的にも理解しやすいよう 作成されて い なければならない。 意思決定者がチータ 収集および 分 

析を行っている 人たちを信頼していることが 重要であ る。 チータ分析と 収集作業は、 人員配置においても 考慮する必要があ りま 

す。 データを収集する 人と分析する 人との間に信頼がない 場合は、 人選が間違っていることを 意味する。 

結果として意思決定者の 予想と大きく 違う場合、 意思決定者が 本当にチータ、 分析および分析者を 信頼していたか、 アウ 

、 ンコ ンをとる気があ ったかが判明する。 意思決定者が C Ⅱアクティ ピ ティを信頼していない 限り、 子一タ収集と 分析の範 憶を超 

え なじものであ り、 実行する意味が 無 い 場合があ る。 

3.CTN の目的 

目的を持って 行わない限り、 Cn は「トリビアルパスート ( 雑学的知識をためす 質問に答えながら 駒を動かして 上がりを競 う 

盤上ゲーム ) 」でしかない。 競争力のあ る情報としめのは、 組織の上級管理職が 定義および先導する 必要があ る。 なぜならその 

ような情報に 対して行動を 起こすのは、 通常この しペル の人たちだからであ る oCn  に取り組んでいる 企業に対して、 Cn  を 開 

殆 した理由が示されている。 

表 2Cn  の目的 

頻度 アプローチ Cn に取り組む理由 

最も多い回答 守り 不意を っ かれて打撃を 受けた 

いようにする 

  

技術の取得 

  

外部についての 理解を深める 

戦術計画の一部 

戦略計画の一部 

最も少ない回答 攻め 資源の再配置のための 知識 
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・不意をつかれて 打撃を受けないようにする 

C Ⅱに取り組む 目的として最も 多かったのが、 不意をつかれて 打撃を受けないようにするためという 回答でした。 多くの企業 

は 、 不意をつかれてしまうことが、 経営者の犯す 最大の罪の ] つであ ると考えられる。 明らかに守りの 体制ではあ るが、 Cn プ ロ 

ダ ラムを採用すれば、 不意をつかれて 打撃を受けないようにすることができる 場合があ る。 情報があ っても、 それに対して 全く行 

動 が取られないときもあ るが、 公になる前にそれらを 知っていれば、 生き残ることができる 場合があ る。 

・技術の取得 

技術はその状況に 応じて、 守りまた攻めの 目的で取得されます。 たとえば、 競合企業がとったアウションに 対し、 日和見的な 

態度で技術が 取得される場合があ る。 また、 それが戦略計画の 一部であ り、 攻めの目的で 特定の技術が 取得されることもあ る 0 

したがって、 企業がなぜ技術を 取得したかを 知るには、 技術取得の背後にあ るものを推察する 必要があ る。 

・外部についての 理解を深める 

攻めるには、 まず外部を意識し 注目する必要があ ります。 インテリジェンスを 収集しても最初はアウションが 取れないこともあ 

る 。 自分の組織が 外部の力、 つまり、 政治や規制、 世界に影響を 与える出来事、 経済情勢、 社会の発展、 人間開発および 

技術的な傾向などに 積極的に意識を 向けるよ う になれば、 より包括的な 戦略計画を立てることができると 経営者はきえるはず 

であ る。 やがて外部に 対する意識が 高まれば、 日常的に技術が 取得されるよ う になり、 内部プロヴラムを 補強するために 戦略 

的提携が行われるようになる。 

，アウションを 取るための戦術計画への 構 報の投入 

背後にどのような 力があ るかによって 、 攻めの目的で 行われる場合と 守りの目的で 行われる場合があ ります。 Cn  に取り組 

んでいる調査対象の 企業の多くは、 情報を使用して、 主に製品開発そして 時折マーケティン グ に影響を与える 戦術計画を修 

正することになる。 したがって通常の 場合、 攻めるためにアウションがとられます。 日和見主義的なアウションに 限定して使用する 

のではなく、 戦略計画の一部として 扱う場合、 Cn は攻めの目的で 使用できる。 

・戦略計画の 構成要素 

CTl が戦略計画の 中に統合されると、 その戦略計画を 実現することが 最大限可能になる。 将来の競争を 見越して研究 

開発資源を再配置したり、 新興の技術を 利用できるようになることは、 CTl を導入したことによって 採用できる攻めのアウション 

であ るⅠ 

4.Cn  の価値 

Cn  に取り組んだ 目的を説明してくれた 企業は 、 C Ⅲのメリットを 表 3 に示すような 説明が出来る。 

表 3CTl の価値 

①組織として 行 う ことができること 0 

・脅威となる 事態を予測する 

・脅威に対抗する 

・守りではなく・より 攻めの決断を 下せる 

②開発時のコストを 節約する 

③より良く製品をポジショニンバできる 

④やる気が社員達を 結集させる 

⑤経営の焦点を 合わせることができる 
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①脅威となる 事態を予測する、 または対抗する 

脅威となる事態を 予測したり、 対抗することによって、 企業は製品、 プロセス、 サ ーヒ スの特質または 性格を変えることができ 

る 。 その結果、 製品の設計をより 良くしたり、 より競争力のあ るポジションを 得ることができたり、 市場でより良いポジションを 獲得 

できる。 さらにこの結果、 収入の流れをよくすることができます。 攻めるための 決断を下し、 脅威となる事態を 予測することによっ 

て 、 市場での競争に 勝っことができる。 

②開発時のコストを 節約する 

競合企業が行うことを 真似ることによって、 企業は低いコストで 製品開発を迅速に 行うことができます。 これを行うには、 競 

合企業の新製品にすぐに 反応するための 時間を確保できるよう、 競合企業の一挙手一投足を 追跡しなければならない。 

③より良く製品をポジショニンバできる、 収入が増える 

企業は CT@ によって製品の 新しい モチル に機能を追加したり 変更を加えることができ、 それによって 競争力のあ るポジショ 

ンを 得ることができる。 市場に出す双に 調整を加えることができたことで、 不可能であ った収入の増加を 実現できる。 

④やる気が社員達を 結集させる 

チ ヤート、 グラフ、 マト ナ ノ ラス図を使用して 吾面 によって自社が 競合企業に対して、 どの位置にいるのかを 明確にすることによ 

って 、 人々は見解を 一致させることができる oCn を組織の最終目標の 設定に利用すると、 社員のやる気を 起こし、 経営者と 

同じ目標に向かって 努力するように 仕向けることができる。 Cn の職務を組織化すれ ば 、 社員は継続的な 努力の結果を 定期 

的に測定できるので、 CTl 機能は「得点表」の 役割を果たす。 

⑤経営の焦点を 合わせることができる 

Cn に関する職務を 組織として取り 入れると、 C Ⅱが社員だけでなく 経営陣の得点表の 役割を果たすようになる。 経営陣 

は自社が技術的にどの 位置にいるのかがいつでも 評価でき、 組織として最終目標を 設定するために 実態を把握しやすくなる。 

競合企業の技術の 傾向を常に把握できることで、 マネ イ ジャは将来的な 目標に集中し 続けることができるので、 今後の発展性 

を 予測することができる、 より積極的な 対応が可能となる。 

おわりに 

Cn は、 競合企業の製品・あ るいは技術に 的を絞りこんだ 収集可能な情報を 収集・分析・ 評価し、 企業として「競合企 

案 に打ち勝つための」行動に 起こすための 一連の考え方と 分析手法を含むものであ る。 欧米を中心としたビジネススウールでは、 

Competit@ve に関連した多くの 科目について 講義がなされており、 競合企業に的を 絞り込んだ競争のあ り方と重要性について 

教授している。 また、 米国に本部のあ る SC@P(Socie Ⅳ ofCom  petitive  lnte Ⅲ gence  Prnofessional) は、 欧米を中心に 積極 

的な活動を展開している。 

本論弁では、 Cn  の概要についてその 概念に一端を 述べたものであ り、 今後、 我が国においても CTl に関する研究が 一 

層 助長されることを 期待するものであ る。 
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